
① 全国ベースの推計結果

既存住宅流通について
一般社団法人不動産流通経営協会

●全国ベースの推計値（H30暫定値※）では、既存住宅流通量は598千件（対前年比105件増）となり
H23年から７年連続での増加となった。なお、H21年の流通量（430千件）と比較すると、約1.39倍と
なっている。

●既存住宅流通比率（H30暫定値）は、既存住宅流通量の微増と併せて新設住宅着工総数が減であった
ため（対前年比22.3千件減）、H29年に比べて0.5ポイント上昇し38.8％となった。
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※「ＦＲＫ既存住宅流通推計量 地域別推計の概要」（令和元年12月）より抜粋
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② 都道府県ベースの推計結果

●都道府県別推計（H30暫定値）では、既存住宅流通量が最も多いのは東京都の144千件（対前年比
約3千件増）で、次いで大阪府が59千件（対前年比約1千件減）、神奈川県が56千件（対前年比
約3千件減）となっている。

●既存住宅流通比率を見ると、H30年（暫定値）では、京都府が最も高い54.2％（対前年比1.1ポイ
ント減）を示しており、次いで東京都が49.8％（対前年比1.3ポイント増）となっている。
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③ 東京都・区別の推計結果（H３０暫定推計値）

●東京都・区別の推計結果（H30暫定値）についてみると、単独の区部でFRK既存住宅流通量が最も多い
のは「新宿区」で10.63千件（対前年比1.18千件増）、次いで「大田区」（8.63千件、対前年比0.04千
件減）となっている。
次に単独の区部の既存住宅流通比率（H30暫定値）をみると、「新宿区」が69.7％（対前年比1.7ポイ
ント増）で最も高く、次いで「港区」（64.8％、対前年比0.4ポイント増）、「中野区」（60.3％、
対前年比13.8ポイント増）となっている。

●複数区合算エリアのH30（暫定値）既存住宅流通量をみると、最も流通量が多いのは「墨田区、江東
区」（12.13千件、対前年比1.13千件増）で、次いで「千代田区、中央区、文京区」、「渋谷区、目黒
区」となっている。また、既存住宅流通比率（H30暫定値）をみると、最も高いのは「千代田区、中央
区、文京区」で69.2％（対前年比20.4ポイント増）となっている。
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